
学校生涯学習施設は、新型コロナウイルスの影響で休 いく。

館・開館時間の変更・定員の抑制などを行った影響もあるが、 　芦原小学校生涯学習施設について、徹底した消毒の実施など

利用件数が、減少傾向である。 、安心・安全な施設管理をするとともに、利用件数の増に向け

て、更なる周知を行っていく。

　

　公民館講座の参加者数、芦原小学校生涯学習施設の利用件数、少年自然の家の利用件数は

いずれも、新型コロナウイルスの影響もあり、目標値を下回った。本施策の中心的な事業で

Ｃ
ある、公民館講座の参加者数が減少傾向であるため、進捗状況は「遅れ気味」とした。なお

、少年自然の家の施設廃止手続きは、企画財政部と連携し、順調に進めることができた。

　公民館講座は、市民ニーズや社会情勢に即した内容や開催方法を検討し、幅広い世代に対

して魅力ある講座づくりを実施する。また、オンライン講座の開催も含め、受講者の利便性

↓ 向上に寄与する環境づくりを検討し、参加者数を増やす工夫を行っていく。なお、予算につ

いては「少年自然の家管理運営事業」がなくなることから「↓削減」とした。

　公民館が、地域の生涯学習の拠点施設となり、地域住民に愛される施設となるよう推進していく。具体的には、公民館講座については、

ニーズの高い講座の実施、若者向けの講座の検討、受講ターゲット層に応じた開催時間の検討、オンライン講座の検討などを行い、参加者

数の増加を図っていく。また、公民館や芦原小学校生涯学習施設が、地域住民の交流の場として、気軽に立ち寄れる施設となるよう、周知

啓発や環境整備を図っていく。

戸田市 施策評価シート
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○結果と今後の方向性　（シート作成次長記入）
進捗状況

（Ａ躍進中、Ｂ予定通り、Ｃ遅れ気味） 説　明

（総評）

今後の方向性（人員/予算）
（↑増加、→維持、↓削減） 説　明

（人員/予算）

（評価者コメント）

01 子どもの成長と生涯にわたる学びのまち 教育委員会事務局・生涯学習課

04 生涯学習

09 生涯学習推進体制の強化

　生涯学習環境の整備を通じ、市民一人ひとりが自分の持つ夢や希望を実現するために、生涯にわたる学びの精神を養える

ようにします。

新曽公民館事業

美笹公民館事業

下戸田公民館事業

公民館講座の延べ参加者数 公民館企画講座への延べ参加者数
人 4,800 4,600 4,066 3,500 2,901 2,736 995

（3館合計） (当初値から毎年40人増 )
芦原小学校生涯学習施設利 芦原小学校生涯学習施設の申請件数

件 180 170 207 181 204 152 77
用件数 (5％増 )
少年自然の家の利用件数 一般利用者の延べ利用者数

人 1,210 950 711 660 640 491 165
(5％増 )

　公民館講座は、新型コロナウイルスの影響もあり、参加者数 　公民館講座について、第５次生涯学習推進計画に基づき、講

が減少傾向である。また、講座の参加者が固定化・高齢化して 座内容、開催時間帯、開催方法等を工夫し、新規参加者の獲得

いる状況である。 も含め、幅広い世代が参加できるような環境づくりを推進して
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02 美笹公民館事業　（生涯学習課）
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